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（10月 12日増穂南小学校・穂積地区運動会）
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今月のみどころ
・平成 25年度決算報告
・‌‌子ども・子育て支援新制度が
はじまります

【くらしのカレンダー】
・‌‌J アラート情報伝達訓練を行
います



　
平
成
25
年
度
、
町
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
や
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
が
83
億
2
，9
4
3
万
1
千
円
、歳
出
が

79
億
2
，7
1
2
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
は
、道
の
駅
建
設
に
伴
う
普
通

建
設
事
業
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
決
算
と
比
べ
歳
出
が
、
8・8
％
増
と
な
り
、

経
済
情
勢
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積
極
型
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
14
特
別
会
計
は
総
額
で
歳
入
51
億
8
0
1
万
7
千
円
、
歳

出
49
億
5
，8
8
5
万
3
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成 25年度　特別会計・企業会計決算

国 民 健 康
保 険 会 計

歳入 17億 5,741 万 1千円

歳出 17億 2,913 万 3千円

後期高齢者
医 療 会 計

歳入 3億 5,449 万 7千円

歳出 3億 4,501 万 4千円

介 護 保 険
会 計

歳入 17億 7,830 万 3千円

歳出 17億 4,518 万 2千円

介 護 サ ー
ビ ス 会 計

歳入 1億 226 万 7千円

歳出 9,427 万 2千円

奨学金会計
歳入 513 万 6千円

歳出 350 万円

簡 易 水 道
会 計

歳入 1億 6,405 万 3千円

歳出 1億 4,938 万 9千円

下水道事業
会 計

歳入 8億 5,814 万 7千円

歳出 8億 788 万 8千円

営 農 飲 雑
用 水 会 計

歳入 488 万円

歳出 362 万 7千円

箱原農業集
落排水会計

歳入 1,487 万 8千円

歳出 1,285 万 8千円

鹿島財産区
会 計

歳入 9万 2千円

歳出 1千円

カラマツオ
財産区会計

歳入 53万 8千円

歳出 41万 9千円

活性化事業
会 計

歳入 6,503 万 6千円

歳出 6,503 万 6千円

こ と ば の
教 室 会 計

歳入 185 万 5千円

歳出 165 万円

充指導主事
会 計

歳入 92万 4千円

歳出 88万 4千円

水道事業会計
◆収益的
　収入

1億 6,255 万 7千円
　支出

1億 4,976 万 9千円
◆資本的
　収入

2,645 万 7千円
　支出

1億 3,803 万 7千円
※�収入支出差引不足分は、過
年度分損益勘定保留資金な
どで補てんしています。

　決算とは、町の実際の収支をまとめた「実績」にあた
ります。
　平成25年度にみなさんに納めていただいた税金や、
国・県などから町に入ったお金がいくらで、どのように
使われたかをお知らせします。

平成25年度

決算報告
平成25年度

決算報告
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国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

や
各
種
交
付
金
は
、
前
年
度
に
比
べ

増
加
し
ま
し
た
が
、
長
引
く
景
気
低

迷
の
影
響
に
よ
る
税
収
の
減
な
ど
に

よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
予

算
執
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ

り
一
層
の
経
費
節
減
、
効
率
的
な
事

業
執
行
に
努
め
、
健
全
な
財
政
運
営

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
税
15
億
6
，5
5
8
万
5
千
円（
構

成
比
18
・
8
％
）、
地
方
交
付
税

31
億
9
，
7
9
2
万
6
千
円
（
構
成

比
38・4
％
）、国
庫
支
出
金
8
億
3
，

4
9
5
万
5
千
円
（
構
成
比
10
・

0
％
）、
町
債
10
億
8
，3
5
0
万
円

（
構
成
比
13
・
0
％
）、
県
支
出
金

4
億
6
，1
1
1
万
6
千
円（
構
成
比

5
・
6
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
・
依
存
財
源
で
分
類
す

る
と
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
（
町
税
な
ど
）
で
あ
る
自
主
財

源
が
約
30
％
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の

財
源
で
あ
る
依
存
財
源
（
地
方
交
付

税
な
ど
）
が
約
70
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

民
生
費
19
億
9
，5
8
2
万
3
千
円

（
構
成
比
25
・
2
％
）、
土
木
費
15
億

2
，0
2
7
万
9
千
円
（
構
成
比
19
・

2
％
）、
総
務
費
9
億
5
，4
0
1
万

7
千
円
（
構
成
比
12・0
％
）、
公
債

費
9
億
4
，7
3
3
万
4
千
円（
構
成

比
12
・
0
％
）
教
育
費
7
億
3
，

6
1
5
万
8
千
円
（
構
成
比
9
・

3
％
）
で
す
。

町のために使ったお金
町民１人あたりにして
みて見ましょう！

平成26年3月31日現在の富士川町の人
口16,162人で計算しました

町民 1人当たりの
歳入　51万 5,371 円
歳出　49万    479 円

総務費
5万9,028円

町が通常必要とする
全般的な経費

公債費　5万8,615円
借入金の元金や利子の
支払いに必要な費用

土木費
9万4,065円

道路、河川、都市
計画などの費用

民生費
12万3,489円
社会福祉、障がい者・
高齢者・児童福祉など
の費用

教育費
4万5,549円

学校教育や社会教育・
体育などの費用

衛生費
4万6,627円

健康や衛生的な生活環
境を維持する費用

消防費� 2万 1,778円
農林水産業費� 1万 5,228円
商工費� 8,434円
諸支出金� 8,308円

《
歳
入
》
に
つ
い
て

《
歳
出
》
に
つ
い
て
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自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぎ
、悪
化
し
た
団
体
に
対
し
て
早
期
に

健
全
化
を
促
す
た
め
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行
と
と
も
に
、健
全
化
判
断
比
率
と
し
て
4
つ
の
指
標
お
よ
び
公
営
企
業

の
経
営
状
況
を
示
す
指
標
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

な
ら
び
に
資
金
不
足
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
指
標
で
国
の
定
め
る
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
が
、今
後
も
よ
り
一

層
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆資金不足比率

会　　計　　名 町の指標 国 の 経 営
健全化基準

水道事業会計
簡易水道事業特別会計
営農飲雑用水事業特別会計
下水道事業特別会計
箱原農業集落排水事業特別会計

全会計ともに
資金の不足は
ありません

20.0％

実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程

度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
・
黒

字
を
合
算
し
、
市
町
村
全
体
と

し
て
の
赤
字
の
程
度
を
示
す
比

率
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　
借
入
金
の
返
済
分
な
ど
の
大

き
さ
を
指
標
化
し
、
財
政
負
担

を
見
る
た
め
の
比
率
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　
市
町
村
の
借
入
金
や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負

債
分
を
指
標
化
し
、
将
来
の
負

担
を
示
す
も
の
で
す
。

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、

公
営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る

料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
を
把
握

す
る
も
の
で
す
。

用
語
の
解
説

平成25年度に行われた主な事業の実績

鰍沢小・中学校
プール建設工事

（11月着工／教育費）

道の駅外構工事
（3月／土木費）

災害時医療救護所
設営備品整備
（3月／衛生費）

▲避難用テント

▲トイレ

折りたたみベット▶

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す
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個
人
住
民
税
『
特
別
徴
収
』
の
完
全
実
施
を
行
い
ま
す

◆
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　
地
方
税
法
の
規
定
で
は
、
原
則
と

し
て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る

事
業
主
の
方
は
、
住
民
税
（
町
民
税

＋
県
民
税
）
を
特
別
徴
収
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
住
民
税
は
、町
が
税
額
を
計
算
し
、

従
業
員
ご
と
に
通
知
を
作
成
し
ま

す
。
所
得
税
の
よ
う
な
計
算
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
普
通
徴
収
と
す
る
場
合
は
「
個
人

住
民
税
の
普
通
徴
収
へ
の
切
替
理
由

書
」
の
添
付
と
給
与
支
払
報
告
書
の

適
用
欄
に
理
由
の
記
入
が
必
要
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

・�

従
業
員
の
方
が
納
税
の
た
め
に
、

金
融
機
関
に
出
向
く
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

・
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

・�

特
別
徴
収
は
納
期
が
12
回
な
の
で
、

1
回
あ
た
り
の
負
担
が
少
な
く

て
す
み
ま
す
。

個
人
住
民
税
『
特
別
徴
収
』
の
完
全
実
施
を
行
い
ま
す

　
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主（
給
与
支
払
者
）が
毎
月
の
給
与
を
従
業
員
に
支

払
う
際
に
、市
町
村
か
ら
通
知
さ
れ
た
金
額
で
個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
天
引

き
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。●

お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
税
務
課　
住
民
税
担
当

　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
5

　
町
で
は
、
鰍
沢
税
務
署
お
よ
び
鰍
沢
法
人
会
と
共
同
で
給
与

事
務
担
当
者
を
対
象
と
し
た「
平
成
26
年
分
年
末
調
整
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
26
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
〜

◆
会
場　
富
士
川
町
民
会
館

　
※
年
末
調
整
関
係
用
紙
は
、
午
後
1
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
27
日
以
降
は
、
税
務
課
窓
口
で
も
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
源
泉
所
得
税
、法
定
調
書

関
係
書
類
は
、直
接
鰍
沢
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
鰍
沢
税
務
署　
　
　
　
　
☎
22
―
3
1
9
1

　
　
　
税
務
課　
住
民
税
担
当　
☎
22
―
7
2
0
5

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、
町
内
に

土
地
や
家
屋
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、町
内
を
巡
回
し
て
現
況
確
認
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

正
確
な
課
税
の
た
め
に
も
、
家
屋
の
増
築
や
取
り
壊
し
を
し
た

場
合
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
税
務
課

窓
口
で
『
家
屋
滅
失
届
出
書
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
税
務
課　
資
産
税
担
当　
☎
22
―
7
2
0
5

◆
日
時　
12
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜

◆
会
場　
富
士
川
町
商
工
会
館

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
鰍
沢
税
務
署

　
　
　
　
　
　
☎
22
―
3
1
9
1

11
月
11
日
〜
17
日
は

　
　
税
を
考
え
る
週
間
で
す

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
税
に
対
す
る
認
識
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜

◆
会
場　
身
延
町
総
合
文
化
会
館

◆
講
師

一
部　
鰍
沢
税
務
署
長

　
　
　
　
　
浅
野　
和
優
氏

二
部　
ダ
ス
キ
ン
富
士
宮
会
長

　
　
　
　
　
渡
辺　
清
高
氏

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
鰍
沢
青
色
申
告
会

　
　
　
　
　
　
☎
22
―
8
5
1
5

特別徴収事務の流れ

従

業

員

④特別徴収税額通知 事
業
所
な
ど

①給与支払報告書の提出
（ 1月 31日まで）

町
②
税
額
の
計
算

⑤給与から天引き

③特別徴収税額通知
（ 5月 31日まで）

※ 6月支給分から
　翌年の5月支給分まで

⑥税額の納入
（毎月 10日まで）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

「
家
屋
滅
失
届
出
書
」
の
提
出
を

平
成
26
年
分
年
末
調
整
説
明
会

青
色
決
算
・
消
費
税

説
明
会
の
お
知
ら
せ
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子ども・子育て支援新制度がはじまります！
　すべての子どもたちが健やかに成長することができる社会の実現をめざして、平成27年4月から全国でスター
トします。新制度では、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援を充実していきます。

内閣府ホームページ なるほどBOOK で検索！

新制度での教育・保育の場

幼稚園（3歳〜5歳）
　（現制度を継続する園と新制度に移行する園があります。）

認定子ども園（0歳〜5歳）

保育所（0歳〜5歳）

地域型保育（0歳〜2歳）

　小学校以降の教育の基礎をつくるための幼児期教
育を行う学校

【利用時間】
・4〜6時間程度の教育
・教育時間前後や夏休みなどの一時預かりなど

　幼稚園と保育所の機能や特徴をあわせ持ち、幼児
期の学校教育と保育を一体的に提供する施設

【利用時間】
・4時間程度の教育と8〜11時間の保育
・一時預かりなど

　就労などのために家庭で保育のできない保護者に
代わって保育を行う施設

【利用時間】
・8〜11時間の保育
・保育時間後の延長保育など

　少人数の単位で、0歳〜2歳の子どもの保育を行
う事業（小規模保育事業、家庭的保育事業など）

【利用時間】
・8〜11時間の保育
・保育時間後の延長保育など

地域子育て支援事業（主な事業）

【地域子育て支援拠点】
　子育てをしている保護者などが相互に
交流する場を児童センター内に開設し、
子育ての相談や情報提供を実施
・子育て広場ますほ
　　　（ますほ児童センター）
・子育て広場かじかざわ
　　　（かじかざわ児童センター）

【乳児家庭全戸訪問】
　生後4カ月までの乳児
がいる家庭を対象に、子
育て支援に関する情報提
供などの訪問指導を実施
・子育て支援課
　　　母子保健担当

【放課後児童クラブ】
　就労などにより、保護者が日中家庭に
いない小学生に対し、授業終了後に児童
館などで遊びや生活の場を与え、健全な
育成を実施
・ますほ北児童クラブ
・ますほ南児童クラブ
・さくらなかよしクラブ

【養育支援】
　養育支援が必要な
家庭に対して、訪問
し、養育に関する指
導、助言を実施
・子育て支援課
　　　母子保健担当

【ファミリーサポートセンター】
　乳幼児や小学生の保護者を
会員とし、児童の預かりなど
の援助を受ける希望者と援助
を行う希望者との相互援助活
動を実施
・かじかざわ児童センター

（事務局）

【一時預かり】
　保護者の就労などに
より、家庭における保
育が、一時的に困難と
なる幼児に対し、主に、
昼間保育所などで一時
預かりを実施
・町立保育所

【妊婦健康診査】
　妊婦の健康の保持および増進
を図るため、妊婦に対する健康
診査を実施
（一般健康診査14回、HTLV-1
抗体検査、クラミジア抗体検査）
・子育て支援課
　　　母子保健担当

町内の幼稚園は、現行制度のまま継続をします
が、28年度以降に移行する場合があります。

現在、町内に認定こども園はありません。

町内に町立保育所が6カ所、私立保育所が1カ
所あります。

現在、町内に地域型保育事業はありません。
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利用における支給認定
　幼稚園、保育所などの利用を希望する保護者の方は、利用のための支給認定申請を行い、認定を受けていただ
く必要があります。

　※1 �　現在保育所を利用しており、27年度も継続して利用される場合は、就労時間が月120時間に満たなく
ても、標準時間までの利用ができる予定です。

　・現行制度を継続する幼稚園を利用する場合は、原則として申請を行う必要はありません。

利用手続きの手順
　手続きに支給認定が加わりますが大幅な変更はありません。現在通っている幼稚園、保育所を引き続き利用す
る場合は、幼稚園、保育所を通じて継続申請となります。

保育の必要な事由
　保育の認定は、保護者の働く時間など「必要な事由」に該当することが必要です。
　□就労（フルタイム、パートタイムなどすべての就労を含む）　　□妊娠、出産　　□保護者の疾病、障害
　□同居または長期入院など親族の介護・看護　　□災害復旧　　□求職活動（起業準備を含む）
　□就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）　　□虐待や家庭内暴力のおそれがあること
　□育児休業取得中に、すでに保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　□その他、上記に類する状態として町が認める場合

保育料（利用料）
　新制度では、国が定める基準を上限として町が定めます。世帯の所得に応じた金額が基本となりますが、具体
的な金額は現在検討しています。新制度に移行しない幼稚園は、各幼稚園において定めます。

【平成27年度　町立保育所および私立たんぽぽ子どもの家保育園の入所について】

　保育所では、入所を希望されるご家庭を対象に、説明会を開催します。

◆日時　11月5日（水）午後2時〜3時30分
◆場所　町民会館1階和室
※駐車場は、本庁舎東側駐車場をご利用ください。

申し込み用紙について
　説明会当日または11月6日（木）から役場本庁舎1階子育て支援課窓口でお渡しします。申し込みに必要な
書類を添えて、申込受付日に提出してください。
※富士川町以外の市町村の保育所を希望される方も、子育て支援課が窓口となります。

●お問い合わせ　子育て支援課　児童保育担当　☎22－7221

1 号認定 2号認定 3号認定

お子さん 3〜 5歳で、教育を希望する方
（保護者の就労要件はありません）

3〜 5歳で、保護者の就労など
により保育を必要とする方

0〜 2歳で、保護者の就労など
により保育を必要とする方

利 用 先 新制度に移行する幼稚園・認定こ
ども園 保育所・認定こども園 保育所・認定こども園・地域型

保育事業

利用時間 4〜 6時間程度の教育時間
【教育標準時間認定】

2 号・3号認定は、保護者の就労によって利用できる時間が 2種類に区分されます

1 日 11 時間まで利用可能（月 120 時間以上就労している方）
【保育標準時間認定】
1日 8時間まで利用可能（月 48時間以上就労している方）
【保育短時間認定※ 1】

27年 4月より新たに幼稚園などを利用する場合
（ 1号認定）

11月〜 幼稚園などに直接利用の申し込みをする
幼稚園から入園内定を受ける
幼稚園などが取りまとめて町に教育認定の申請をする

� 2 月〜 幼稚園などを通じて町から認定証の交付
� 4 月〜 利用開始

27年 4月より新たに保育所などを利用する場合
（ 2号・3号認定）

11月〜 町に保育認定の申請、入所の申込みをする
12月〜 町が認定審査、利用選考をする
� 2 月〜 町から認定証、承諾書の交付
� 4 月〜 利用開始

◆日時　11月14日（金）午前9時〜正午
◆場所　役場本庁舎1階会議室
※受付日以降は、子育て支援課で受け付けます。

3 つの
認定区分

申 込 受 付入所説明会
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秋
の
火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、

「
平
成
26
年
秋
季
火
災
予
防
運
動
」が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
、

町
の
皆
さ
ん
の
火
災
予
防
思
想
の
普

及
を
図
り
、
火
災
発
生
の
防
止
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
町
で
は
午
後
9
時
に
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
日
頃
か
ら

火
災
予
防
に
努
め
、
尊
い
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
へ
の
備
え

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
発
生
し
ま
す
。
た
き
火
、コ
ン
ロ
、

ス
ト
ー
ブ
、
た
ば
こ
、
野
焼
き
な
ど

の
火
種
が
火
災
発
生
の
原
因
と
な
る

場
合
が
多
く
を
占
め
ま
す
。
日
頃
か

ら
注
意
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

　
各
家
庭
の
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
寝
具
な
ど
は
防
炎
加
工
し
た
も

の
を
使
用
し
、
さ
ら
に
消
火
器
を
備

え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
火
災
で
の
逃
げ
遅
れ
を
防

ぐ
た
め
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
が
起
き
た
ら
…

①　
早
く
知
ら
せ
る
！

　
大
声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
び
隣

近
所
に
知
ら
せ
て
、
す
ぐ
に
1
1
9

番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
声
が
出
せ
な

い
場
合
は
、
音
の
出
る
も
の
を
た
た

い
て
隣
近
所
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

②　
早
く
消
火
す
る
！

　
火
が
ま
だ
横
に
広
が
っ
て
い
る
出

火
直
後
な
ら
消
火
は
で
き
ま
す
。
消

火
器
や
水
に
ぬ
れ
た
布
な
ど
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

③　
早
く
逃
げ
る
！

　
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
避
難
の
目
安
は
、
住
宅

火
災
の
場
合
は
天
井
に
火
が
燃
え

移
っ
た
時
で
す
。

火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
・

火
炎
を
出
す
時
は

　
屋
外
で
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
ま

た
は
火
炎
を
出
す
時
は
、
事
前
に
峡

南
消
防
本
部
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

届
け
出
は
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も

で
き
ま
す
。

◎
届
け
出
先

　
峡
南
消
防
本
部　
予
防
係

　
☎
0
5
5
―
2
7
2
―
1
9
1
9

　
℻
0
5
5
―
2
7
2
―
0
6
5
5

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
1
8

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

〜
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
〜

●
火
を
使
う
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

●
火
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

●
火
が
完
全
に
消
え
た
か
必
ず
確
認
す
る

　髙下区では、（財）自治総合センターから「平成26年
度自治宝くじコミュニティ助成」を受け、可搬式ポンプ
一式を購入しました。コミュニティ助成事業は、宝くじ
の受託事業収入を財源とし、コミュニティの健全な発展
を図るとともに、宝くじの普及広報事業を目的としてい
ます。
　　　　●一般コミュニティ助成事業
　　　　●助成金　90万円

気
を
付
け
よ
う
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町
で
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
一

つ
と
し
て
地
域
に
息
づ
い
て
い
る

「
和
太
鼓
」を
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
和
太
鼓
が
持
つ
魅
力
を
、
広

く
町
民
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
の
太
鼓
団
体
が
一
堂
に
集

い
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。「
太
鼓
の
ま
ち
・
ふ
じ
か

わ
」
で
行
な
わ
れ
る
大
会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
　
☎
22
―
5
3
6
1

　
地
域
社
会
の
希
薄
化
、さ
ら
に
は
、

家
族
の
つ
な
が
り
さ
え
揺
ら
ぎ
は
じ

め
た
日
本
。
映
画「
じ
ん
じ
ん
」は
、

感
動
が
「
じ
ん
じ
ん
」
と
脈
打
つ
よ

う
に
心
に
染
み
入
る
。
こ
ん
な
映
画

を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
心
を
つ
な

げ
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
製

作
さ
れ
ま
し
た
。
上
映
方
法
も
「
ス

ロ
ー
シ
ネ
マ
方
式
」
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　
「
絵
本
の
里
」北
海
道
剣
淵
町
を
舞

台
に
、
絵
本
の
里
が
紡
ぐ
、
心
優
し

い
人
び
と
の
無
償
の
愛
。
大
地
に
染

み
わ
た
る
親
子
の
絆
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
？

◆
日
時

　
12
月
14
日
（
日
）

　

��

午
前
10
時
、
午
後
2
時
、
午
後
5

時
（
各
30
分
前
開
場
）

◆
場
所　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

◆
鑑
賞
料
金
（
自
由
席
）

　
前
売
券
一
般　

1
，0
0
0
円

　
当
日
券
一
般　

1
，5
0
0
円

　
小
・
中
・
高
生　
　
8
0
0
円

　
　
※
未
就
学
児
無
料

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　
役
場
本
庁
舎
（
総
務
課
）

　

��

役
場
分
庁
舎
（
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
わ
せ

　

��

映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
富
士
川
町
上

映
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
文
化
展

　
今
年
度
よ
り
、
会
場
が
一
カ
所
と

な
り
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
15
日
（
土
）

�

〜
17
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

　
　
　
　
※
17
日
は
午
後
3
時
ま
で

◆
場
所　
町
民
会
館

（
富
士
川
町
青
柳
町
3
3
8
―
8

�

☎
22
―
7
2
1
2
）

◆
展
示
内
容

　
文
芸
・
写
真
・
書
道
・
絵
画
・
陶

芸
・
生
け
花
・
絵
手
紙
・
児
童
生
徒

作
品
な
ど

　
茶
　
席

◆
日
時　
11
月
15
日
（
土
）・
16
日

　
　
　
　
（
日
）
の
2
日
間

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◆
場
所　
町
民
会
館
和
室

※�

日
ご
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
文
化
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）

☎
22
―
5
3
6
1

町
制
施
行
5
周
年
記
念

富
士
川
町
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

富士川町太鼓フェスティバル

日　　時� 11月23日（日）
� 開場：正午
� 開演：午後12時30分
場　　所� ますほ文化ホール
入 場 料� 無料
出演団体� 古関観音太鼓同好会
� 笛吹高校すいれき太鼓部
� 甲斐和太鼓衆　信玄太鼓保存会
� 甲斐之国御坂天雷太鼓保存会
� 甲州ろうあ太鼓
� 風林火山塩山太鼓保存会
� 南アルプス白鳳太鼓
� 和太鼓“孝”
� 大菩薩御光太鼓保存会
� 甲州ぶどう太鼓
� 𣇃米銭太鼓保存会
� まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓
� 鰍沢ばやし保存会
� 　※共催　日本太鼓連盟山梨県支部

子どもたちの明るい未来を映画
に託し、すべての親と子に贈る

愛いっぱいの映画

映画

じんじん

スローシネマ方式
とは…
　映画館のない地
域においても、地
域で実行委員会を
つくり、人伝えで
映画の感動を伝え
ることで上映する
方式です。

©2013 映画「じんじん」製作委員会

第
5
回
富
士
川
町
文
化
祭

第
26
回
山
梨
県
ふ
る
さ
と
太
鼓
ま
つ
り

第
14
回
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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同時開催
　富士川町国際交流協会

◆第19回ワールドグルメプラザ
　　〜世界と『食』を通じて交流しよう〜
【開催時間】9：30〜14：30
【会　　場】ますほ児童センター前
【お問い合わせ】富士川町国際交流協会（事務局）
　　　　　　　　☎22－7209

◆第 5回富士川町駅伝大会
増穂西小学校前　8：50スタート
【お問い合わせ】教育委員会
　　　　　　　　☎22－5361

◆ふれあいＪＡまつり
【会　　場】利根川公園駐車場
【お問い合わせ】ふじかわ農協北部営農生活センター
　　　　　　　　☎22－3147

第17回 大柳川やすらぎの里
もみじ祭り

【開催時間】8：30〜 15：00
【会　　場】大柳川やすらぎ水辺公園
◆のんびり歩こう　もみじの里ウォークラリー
　○参加受付時間� 8：30〜10：30
　○受 付 場 所� メイン会場（事前申し込みは不要です。）
　○コ　ー　ス� 9 km、6km

◆青空市場（雨天中止）
　地元でとれた農産物、手づくり郷土食などを販売します。

◆郷土料理「みみ」コーナー
　��「福をすくう」という縁起のいい郷土料理「みみ」を200円でご提供
します。

◆ますつり大会　※釣具・えさは持参してください。
　○参加料　大人1,000円（中学生以下無料）
　○時　間　9：00〜14：00（小雨決行）

臨時バスを運行します。
【役場本庁舎前 会場】
［行き］
  8：00　 本 庁 舎　 14：30
↓　　　　　　　　　↑
  8：10　 分 庁 舎　 14：20
↓　　　　　　　　　↑
  8：20　 中部住宅　 14：10
↓　　　　　　　　　↑
  8：30　 会　　場　 14：00

［帰り］

ゆずの里まつり 氷室の郷ふれあいまつり
【開催時間】10：00〜14：30
【会　　場】小室山妙法寺
○ゆずの販売
○ゆずのピラミッド数当てクイズ
○名物ゆず餅（つきたて）、ゆず加工品の販売
【お問い合わせ】NA穂積　☎22－0436

【開催時間】10：00〜14：00
【会　　場】みさき耕舎
○新鮮な「みさき大根」収穫祭
○氷室神社神楽会によるかぐらの舞
○当たり券付もちまき大会
【お問い合わせ】みさき耕舎　☎22－0168

11/16（日）

11/16（日） 11/23（日）

【お問い合わせ】商工観光課　☎ 22－7202
平成 26. 11 月号　No.56（10）



イベント情報
町制施行 5周年記念

11/9（日）第5回 甲州富士川まつり
【開催時間】9：30〜 14：30
【会　　場】利根川公園スポーツ広場

※駐車場は「ニスカ駐車場」「ますほ
文化ホール」をご利用ください。（無
料シャトルバスにて送迎します。）

◆富士川町郷土料理　みみ（ 1杯 200 円）

　大柳川渓谷が
ある「十谷地区」
に伝わる郷土料
理。小麦粉をこ
ねて農具の箕
（み）の形にし、
たくさんの野菜
と田舎味噌で煮
込みます。

　��　食材は、㈱はくばく様、加賀美しめじ園様、望月きのこ園様
よりご提供いただいています。

◆桜柚波・ゆるキャラふれあいコーナー
　町制施行5周年を記念して、県内の市町村キャラクターが甲州
富士川まつりに集合します！　各市町村のご当地グルメを味わ
い、ゆるキャラとのふれあいを楽しんでみてはいかがですか。�

◆富士川市場
　「富士川焼きうどん」の販売など商工
会・企業・各種団体などによる特産品の
展示販売をします。

◆主な催しもの
○ふるさと自然塾出張工作体験コーナー
　��木を使ったおもちゃ作り（親子で参加
できます。）

○熱気球搭乗コーナー
　会場北（8：00〜13：00）予定
　※�気象条件により終了時間が早まる場
合があります。

○ふぁふぁ遊具
　1回100円
○つきたておもち（有料）
　各地区テント
○農産物市場
　町の農産物販売
○模擬店コーナー
　多彩な出店
○ステージ
　よさこい・和太鼓演奏・ダンスなど

市川三郷町　市川三郷レンジャー
（にんにん・どんどん・ぽんぽん）

山梨県
武田菱丸

身延町
もーん父さん

中央市
とまチュウ

韮崎市
ニーラ

富士川町　桜
さ

　柚
ゆ

　波
は
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が
ん
医
療
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
に
つ
い
て

　
生
涯
の
う
ち
で
2
人
に
1
人
は
が

ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の

時
代
。が
ん
は
身
近
な
病
気
で
あ
り
、

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
肺
が
ん
に
関
す
る
最
新
治

療
や
禁
煙
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
著

名
な
先
生
方
に
よ
る
講
演
お
よ
び
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
自
分

の
た
め
、
大
切
な
人
の
た
め
に
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
、
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆ 

日
時　
12
月
6
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
（
受
付

午
後
1
時
〜
）

◆
場
所　
山
梨
県
立
文
学
館　
講
堂

◆
講
演　
T
H
E　
肺
が
ん
最
前
線

◆
参
加
費　
無
料

◆ 

募
集
期
間　
11
月
28
日
（
金
）
ま

で
●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
健
康
増
進
課

　
☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
4
9
7

都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後
評

価
の
原
案
の
公
表
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
増
穂
イ
ン
タ
ー
周
辺
地

区
都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後
評
価

の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
公
表

し
ま
す
。

※�
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
公
表
期
間

　
10
月
31
日
（
金
）
〜11月

14
日
（
金
）

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
場
所　
役
場
分
庁
舎
建
設
課
窓
口

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
3

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で
町
の
文
化

祭
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
皆
さ
ん
の
作
品
を
文

化
祭
に
展
示
し
ま
す
。
親
子
で
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◆
日
時

　
11
月
13
日
（
木
）

　
午
後
7
時
30
分
〜

◆
場
所　
町
民
会
館
3
階

◆
定
員　
15
人
先
着
順
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
参
加
費　
5
0
0
円
（
材
料
・

ポ
ン
プ
代
）・
当
日
徴
収

◆
講
師

　
バ
ル
ー
ン
『
風
』
の
皆
さ
ん

◆
持
ち
物

　
は
さ
み
・
大
き
め
の
袋

◆
募
集
期
間

　
10
月
30
日
（
木
）
〜
11
月
10
日

（
月
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
―
5
3
6
1

ふ
じ
か
わ
町
を
探
検
し
よ
う

　
町
の
主
要
施
設
や
各
種
計
画
な

ど
を
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
ふ
じ
か
わ
探
検
バ
ス
が
発

車
し
ま
す
。
今
回
は
古
紙
再
生
品

製
造
販
売
な
ど
を
行
う
株
式
会
社

田
丸
の
見
学
や
廃
油
を
使
用
し
た

ロ
ウ
ソ
ク
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
27
日
（
木
）
午
前
9
時
〜

午
後
3
時
30
分

◆
コ
ー
ス

　
株
式
会
社
田
丸
、
ふ
る
さ
と
自

然
塾
、
町
水
道
事
務
所

◆
対
象　
町
内
在
住
の
方

◆
募
集
人
員　
24
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費　
1
，0
0
0
円

※
昼
食
代
、体
験
料
を
含
み
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
11
月
4
日
（
月
）

〜
11
月
14
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
企
画
課　
広
聴
広
報
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
1
6

※�

参
加
者
に
は
、
詳
し
い
日
程
な

ど
通
知
し
ま
す
。

☎
22
―
0
1
1
0

交
通
事
故
多
発
中
‼

　
県
内
で
は
、
死
亡
事
故
件
数
が

昨
年
よ
り
も
早
い
ペ
ー
ス
で
発
生

し
て
お
り
、
管
内
で
も
発
生
件
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

事
故
に
し
め
る
高
齢
者
の
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
速
度
は
控
え
め　
車
間
距
離
は

長
め
安
全
確
認
は
し
っ
か
り
と
！

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」は
不
審
な
電

話
「
嘘
」
の
後
に
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
お
金
を
「
要

求
」
し
て
き
ま
す
。

　
最
近
は
自
宅
に
現
金
を
受
け
取

り
に
き
た
り
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で

送
る
よ
う
に
指
示
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、ゆ
う

パ
ッ
ク
、
宅
配
便
で
お
金
を
送
っ

て
」
は
詐
欺
で
す
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

鰍
沢
警
察
署
か
ら

募

集

知

お

ら

せ

▶
こ
の
作
品
を
み
ん
な
で
作
る
よ
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

鰍
沢
警
察
署
か
ら

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
作
ろ
う
！
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

町
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
ゆ
う

う
つ
な
気
分
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
…

　
な
ど
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
家
族
の
相
談

で
も
結
構
で
す
。

◆
日
時

　
①
11
月
27
日
（
木
）

　
②
平
成
27
年
1
月
30
日
（
金
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

　

��（
相
談
時
間
1
人
1
時
間
の
た
め
、

定
員
3
人
ま
で
）

◆
場
所

　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員

　
心
理
臨
床
オ
フ
ィ
ス
・
ル
ー
エ

臨
床
心
理
士　
深
沢
孝
之
先
生
お
よ

び
町
保
健
師

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

　
み
だ
い
南
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
み
だ
い
南
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

　
公
園
駐
車
場
を
発
着
に
し
て
5
キ

ロ
か
ら
10
キ
ロ
を
各
自
の
体
力
に
応

じ
て
歩
き
ま
す
。
小
学
生
以
上
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆ 

日
時　
11
月
15
日
（
土
）
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
1
時（
雨
天
中
止
）

◆
場
所　
み
だ
い
南
公
園

　

��（
南
ア
ル
プ
ス
市
六
科
1
5
8
8

―
2
）

◆
集
合
場
所
（
送
迎
を
し
ま
す
）

・�

鰍
沢
中
学
校
体
育
館
前　
午
前
8

時
30
分

・�
役
場
本
庁
舎
東
側
駐
車
場　
午
前

8
時
35
分

◆ 

参
加
料　
一
般
5
0
0
円
、
会
員

3
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

◆
定
員　
先
着
30
人

◆
締
め
切
り　
11
月
11
日
（
火
）

◆ 

持
ち
物　
お
弁
当
、
飲
み
物
、
帽

子
、
雨
具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

��

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

　　公用車を売却します
　町では、公用車1台（旧町長車）を一般競争入札により売却します。詳
細は町ホームページをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。

◆申込期間　　10月27日（月）〜11月13日（木）
●申し込み・お問い合わせ
　　　　　　　財政課　財産管理担当　☎22－7206

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

町立保育所・小学校運動会
▶
10
／
4　

増
小
運
動
会

（
6
年C

olours

〜
101
色
で

つ
く
る
感
動
色
〜
）

▶
9
／
27　

鰍
小
運
動
会

（
5
、6
年
竹
取
物
語2014

）

▶
10
／
11　

保
育
所
連
合
運

動
会
（
ぞ
う
組
ス
カ
イ
バ

ル
ー
ン
）

▶
10
／
5　

増
穂
西
小
運
動

会
（G

o!�G
o!�

エ
イ
ト
レ
ン

ジ
ャ
ー
）
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児
童
虐
待
は
、
子
育
て
の
不
安
や

家
庭
の
経
済
的
理
由
、
夫
婦
関
係
の

問
題
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
過
度
な
ス
ト
レ

ス
や
問
題
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
の

行
動
で
、
決
し
て
特
別
な
一
部
の
人

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
し
つ
け
と
虐
待
は
ど
う
違
う
か

　

た
と
え
親
の
愛
情
に
根
ざ
し
た

「
し
つ
け
」だ
っ
た
と
し
て
も
、
子
ど

も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ

れ
ば
虐
待
に
な
り
ま
す
。
親
の
都
合

や
思
い
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

立
場
か
ら
気
持
ち
や
状
況
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
子
ど
も
へ
の
影
響

　
虐
待
は
体
だ
け
で
な
く
、
心
に
も

大
き
な
傷
を
残
し
て
し
ま
い
ま
す
。

自
己
評
価
が
低
く
自
信
や
自
尊
心
が

持
て
な
い
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
築

け
な
い
な
ど
感
情
や
精
神
面
に
も
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。
衝
動
的
な
行

動
や
非
行
の
背
景
に
虐
待
が
あ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

◇
気
付
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

●
子
ど
も
の
様
子
に
気
付
く

・
体
や
衣
服
が
汚
れ
た
ま
ま
で
い
る

・�

不
自
然
な
傷
が
あ
り
、
親
の
説
明

が
不
自
然

・�

お
ど
お
ど
し
て
親
の
顔
色
を
う
か

が
う

●
親
の
様
子
に
気
付
く

・�

子
ど
も
の
健
康
や
安
全
に
対
す
る

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い

・�

子
ど
も
に
関
す
る
他
者
の
意
見
に

被
害
的
、
攻
撃
的
に
な
り
や
す
い

・
夫
婦
仲
や
家
族
仲
が
悪
い

◇ 

迷
っ
た
ら
関
係
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　

身
近
に
心
配
な
子
ど
も
、
親
子
は
い

ま
せ
ん
か
？　
相
談
・
通
告
は
匿
名

で
で
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は農林振興課
が担当です。
☎ 22－7214

地産地消とは。そして、なぜ？
　地元でとれた農産物などを、地元で食べようとする動きのことです。
　現在の「食」は世界からの流通により、いつでも手に入る便利なものになりましたが、
その反面、消費者と生産者の距離が広がったため、生産の現場や作り手が見えなくなり、
安全性への不安も出てきました。
　生産と消費をつなげるため、お互いの顔が見える関係を作り、地産地消の実現を目指
しましょう。

地産地消は環境や経済にも貢献するといわれています。

●住民
　安心で新鮮な旬の味覚
を味わうことができ、食
べることで健康にもつな
がります。

●生産者
　直売などを充実させることで、生
産が盛んになるとともに、多様な農
家が参加しやすくなることや、所得
の向上につながります。

●環境
　農地を保全することで、耕作放棄地
の発生を抑制することに役立ちます。
また、農産物を運ぶ距離が短くなるこ
とで、エネルギーと二酸化炭素の排出
量削減になり、環境への負荷の軽減に
つながります。

●経済
　地域内で消費するものは地域
内で生産することで、地域に資
金を還元し、地域循環型の経済
の活性化につながります。

　さまざまなものが旬を迎えるこの時期に、農家の皆
さんと対話のできる農産物直売所に足を運ぶなど、地
産地消について考えてみてください。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

毎月 19 日 は「食育の日」みんなで食べよう！ 夕ごはん

今月は、池田保健師です。

子
育
て
支
援
課
☎
22
―
7
2
2
1

（
夜
間
休
日
も
対
応
し
ま
す
）

中
央
児
童
相
談
所

☎
0
5
5
―
2
5
4
―
8
6
1
7

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
0
6
4
―
0
0
0

（
24
時
間
対
応
、
最
寄
り
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）
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去
る
9
月
18
日
、
山
梨
県
議
会
9

月
定
例
会
を
傍
聴
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
全
員
が
着
席
し
た
と
き
、
答

弁
側
の
席
に
女
性
が
一
人
も
座
っ
て

い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
黒

い
ス
ー
ツ
ば
か
り
…
。「
あ
あ
、こ
れ

が
現
実
な
ん
だ
」
と
改
め
て
実
感
し

た
の
で
す
。

　
日
本
は
長
い
間
男
社
会
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
女
性
が
課
長
や
部
長
な

ど
の
管
理
職
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち

な
み
に
、
富
士
川
町
役
場
に
は
女
性

管
理
職
が
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
少
な

い
の
で
す
が
、
…
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
の
日
本
の
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
2
0
0
6
年
か
ら

「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
始
め
た

「
世
界
男
女
格
差
報
告
」の
ラ
ン
キ
ン

グ
が
参
考
に
な
り
ま
す
。「
政
治
」

「
経
済
」「
教
育
」「
健
康
」
の
4
分
野

を
調
べ
て
出
さ
れ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
男
性
と
女

性
が
ど
の
く
ら
い
平
等
か
を
比
べ
た

も
の
で
す
が
、
2
0
1
3
年
の
日
本

は
世
界
1
3
6
カ
国
中
1
0
5
位
で

し
た
。
国
会
議
員
や
企
業
の
ト
ッ
プ

に
女
性
が
と
て
も
少
な
い
こ
と
や
、

女
性
の
賃
金
が
男
性
よ
り
も
低
い
と

い
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
安
倍
内
閣
で
は
、「
女
性
の
活
躍
」

を
成
長
戦
略
の
中
核
に
位
置
づ
け
、

第
2
次
安
倍
改
造
内
閣
に
お
い
て
、

閣
僚
18
名
中
5
名
の
ほ
か
、
副
大
臣

に
3
名
、
政
務
官
に
4
名
の
女
性
を

起
用
し
ま
し
た
。

　
「
女
性
が
輝
く
日
本
」の
実
現
に
向

け
て
の
政
府
の
施
策
を
少
し
紹
介
し

ま
す
。

①
「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」

の
策
定
（
安
全
で
安
心
し
て
子
供
を

預
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
が

不
可
欠
）

②
「
保
育
士
確
保
対
策
」
の
着
実
な

実
施

③
企
業
に
お
け
る
女
性
登
用
の
「
見

え
る
化
」
及
び
両
立
支
援
の
た
め
の

働
き
方
の
見
直
し
の
促
進
（
役
員
の

女
性
比
率
の
記
載
や
長
時
間
労
働
の

削
減
な
ど
）

　
女
性
の
力
を
生
か
す
た
め
に
は
、

機
会
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
な
要
因

の
一
つ
で
す
。
男
性
で
な
け
れ
ば
、

と
い
う
考
え
を
捨
て
て
…
。
女
性
は

自
分
に
力
を
つ
け
、
積
極
的
に
そ
の

力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
す
。
男
性
も

女
性
も
意
識
を
変
え
、
環
境
を
整
備

し
、
と
も
に
輝
け
る
社
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

［9月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

小林汚水枝線 30−26−4 号管布設工事 小 林 14,400,000 ㈲ 井 上 興 業
東川拡幅工事（26−1） 大 椚 51,700,000 井 上 建 設 ㈱
十谷地区ヘリポート整備工事 十 谷 47,000,000 ㈱ 依 田 組
公共下水道管渠清掃・テレビ調査業務委託 富 士 川 町 4,480,000 クリーンヘルス㈱
青柳排水機場耐震診断業務委託 青 柳 町 3,800,000 三井共同建設コンサルタント㈱
最勝寺地区農業用排水路測量設計業務委託 最 勝 寺 2,850,000 ㈱ 川 口 測 量 設 計
𣇃米地区農業用排水路測量設計業務委託 𣇃 米 2,700,000 ㈱ケイ・データエンジニア
旧五開保育所等解体撤去工事 鳥 屋 2,345,000 ㈱エコ・フカサワ
鳥屋柳川配水池緩速ろ過池ろ過砂入替工事 鳥 屋 2,950,000 甲 信 商 事 ㈱
梅林第 2団地外壁・屋上改修工事 鰍 沢 16,700,000 ㈱ ス ギ タ 建 工
町道起し薄田線舗装工事 鰍 沢 5,550,000 丸 浜 舗 道 ㈱
町道新道線舗装打換工事 鰍 沢 3,360,000 ㈱ 丸 美 建 設 工 業
鰍沢汚水枝線 33−26−6 号管布設工事 最 勝 寺 13,050,000 神 田 建 設 ㈱
青柳汚水枝線 32−2−26−7 号管布設工事 青 柳 町 5,070,000 源 工 業 ㈱
町有地擁壁等設置工事 鰍 沢 3,850,000 ㈱ 柳 澤 建 設
町道緑町畔沢線水路改修工事 鰍 沢 2,100,000 鶴 田 組 建 設 ㈲
山王地区町道配水管布設工事（ 1工区） 鰍 沢 8,000,000 ㈲ 石 井 住 宅 設 備
山王地区町道配水管布設工事（ 2工区） 鰍 沢 6,760,000 ㈱ 大 久 保 管 工
町道戸川添 1号線配水管布設替工事 青 柳 町 5,070,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業
町道馬門 5号線配水管布設替工事（ 1工区） 最 勝 寺 3,190,000 ㈲ 梶 本 管 工
町道馬門 5号線配水管布設替工事（ 2工区） 最 勝 寺 3,670,000 依 田 ポ ン プ ㈲
公用車（町営バス）売却 ─── 1,810,000 芙 蓉 バ ス 販 売 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

女性が輝く
社会を

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）
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キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の
森

2
0
1
4　
森
か
ら
の
贈
り
物

■
11
月
3
日
（
月
・
祝
）

　
文
化
ホ
ー
ル
庭
園
で
、
手
作
り
品

な
ど
の
販
売
や
町
民
有
志
に
よ
る

「
森
か
ら
の
贈
り
物
」を
テ
ー
マ
に
し

た
共
催
企
画
・
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
開

催
し
ま
す
。
親
子
、
ご
家
族
、
お
子

様
連
れ
で
、
秋
の
一
日
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
2

時◇
入
場
料　
無
料

オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座

オ
ペ
ラ
「
森
は
生
き
て
い
る
」

■
11
月
16
日
（
日
）

　
こ
ん
に
ゃ
く
座
の
オ
ペ
ラ
は
、
生

き
た
日
本
語
で
わ
か
り
や
す
く
、
マ

イ
ク
を
通
さ
な
い
美
し
い
歌
声
と
生

演
奏
で
上
演
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

家
族
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
全
席
指
定
2
0
0
0
円

　
（
中
学
生
以
下
1
5
0
0
円
）

音
語
れ
り
秋
の
夕
べ
〜

〜
今
宵
はJazz

で
…

■
11
月
14
日
（
金
）

◇
開
演
時
間　
午
後
7
時

◇
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
！

　
1
階
ロ
ビ
ー
自
由
席
2
0
0
0
円

◇
出
演　
岩
間
龍
山（
尺
八
）、
雨
宮

一
博（
ピ
ア
ノ
）、石
合
也
寸
志（
ベ
ー

ス
）、
山
形
由
紀
子（
語
り
、
司
会
）

◇
主
催　

ふ
じ
か
わ
文
化
倶
楽
部

（
0
9
0・1
6
1
8・8
8
9
7
今
村
）

ビ
ー
フ
リ
ーXm

as

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

■
12
月
20
日
（
土
）

　
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
今
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
文
化
ホ
ー
ル
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

◇
開
演
時
間　
午
後
6
時
30
分

◇
入
場
料　
自
由
席
1
5
0
0
円

　
（
中
学
生
以
下
1
0
0
0
円
）

◇
出
演　
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク

ワ
イ
ア
ほ
か

ま
ほ
ら
の
森
笑
劇
場

「
柳
家
小
満
ん・林
家
正
蔵
二
人
会
」

■
12
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
話
題
を
中

心
に
お
届
け
す
る
年
忘
れ
名
人
寄

席
。
ゲ
ス
ト
に
林
家
正
蔵
師
匠
を
迎

え
ま
す
。

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
全
席
指
定
3
0
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
2
8
0
0

円
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

町
制
施
行
5
周
年
記
念

谷
村
新
司　
ト
ー
ク
＆
キ
ャ
ラ
バ
ン

「
コ
コ
ロ
の
学
校
」

■
平
成
27
年
2
月
21
日
（
土
）

　
谷
村
新
司
が
「
コ
コ
ロ
の
学
校
」

の
校
長
先
生
と
な
っ
て
、
学
び
た
い

人
の
も
と
へ
と
出
か
け
て
い
く
移
動

学
校
で
す
。

◇
開
演
時
間　
午
後
5
時

◇
入
場
料　
全
席
指
定
6
0
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
5
5
0
0

円
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

◇
発
売
日　
11
月
15
日
（
土
）

※
文
化
ホ
ー
ル
の
発
売
初
日
は
窓
口

の
み
の
取
り
扱
い
で
す
。

　
　
〜
予
告
〜

　
今
年
度
の
「
町
民
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・FU

JI

コ

レ
」
の
開
催
日
が
平
成
27
年

2
月
1
日
（
日
）
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
募
集
や
開
催
情
報
の
詳
細

は
広
報
12
月
号
で
お
知
ら
し

ま
す
。
町
民
モ
デ
ル
の
皆
さ

ん
、
お
楽
し
み
に
！

イ
ベ
ン
ト
情
報

共
催
事
業
情
報

チ
ケ
ッ
ト
情
報

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
通
信

●お問い合わせ	 TEL	22−8811　Fax	22−8815
	 http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

イ
ベ
ン
ト
情
報

共
催
事
業
情
報

チ
ケ
ッ
ト
情
報

▲昨年の様子　「森からの贈り物」

▲世界の名作を日本語オペラで上演します！
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【
短　

歌
】

青
柿
が
地
面
に
ゴ
ツ
ン
と
落
ち
る
音
無
農
薬
な
れ
ば
落
ち
る
だ
け
落
つ

	

斎
藤
さ
よ
子

無
人
駅
に
人
の
ぬ
く
も
り
感
じ
た
り
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
の
花
咲
き
並
ぶ

	

仙
洞
田
紀
子

七
月
も
半
ば
過
ぎ
れ
ば
水
田
の
稲
穂
が
う
す
く
黄
の
色
を
見
す

	

大
森
ま
つ
ゑ

【
俳　

句
】

敬
老
日
松
の
青
さ
を
讃
へ
あ
ふ	

矢
崎　

節
子

萩
の
道
日
々
の
憂
ひ
を
捨
て
て
く
る	

神
田　

初
枝

蕎
麦
の
花
謂
れ
悲
し
き
鬼
子
母
神	

吉
武
み
ど
り

【
川　

柳
】

い
つ
か
ら
か
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
譲
ら
れ
る	

中
村
み
な
恵

総
会
で
年
々
少
な
い
老
人
ク
ラ
ブ	

原
田
ひ
で
子

し
ゃ
ぼ
ん
玉
ふ
た
り
を
包
む
夢
の
虹	

大
森　

征
子

〜山車とお祭りとおはやしの
伝承を願う〜

芦澤　武
たけ

美
み
さん（鰍沢中区）

　町制施行5周年記念山車巡行祭り運行部会会長の芦澤さんに、お祭り
についてお話を伺いました。

　現在、町の有形文化財に指定されている山車は4台あります。それぞ
れの地域で保存されていて、保存会も上町山車保存会、二丁目山車保存
会、仲町山車保存会、本町山車保存会と4つあります。昔は8台山車が
あったと聞いています。
　しかし、約170年経ちますから、その間に水害などいろいろあり、現
在の4台になってしまいました。人手や費用など維持管理は大変ですが、
山車の維持のためにも祭りを続けていきたいですね。
　今回は、町制施行5周年記念のお祭りなので、ぜひみなさんに見ても
らいたいです。山車は4台それぞれ違いますので、よくご覧ください。
派手な山車ではありませんが、「鰍沢ばやし」と一体となった巡行は素晴
らしいと思います。山車巡行の距離も昨年より長くなっていますので、
お楽しみいただけると思います。
　山車もお祭りもおはやしも大事に残していきたいですね。「鰍山会」と
いう引手の会があるのですが、もっと多くの人たち、若い人たちに参加
していただいて、これからも4台動かせるようにしていきたいです。町
の活性化のためにも、文化財である山車を永く伝承していきたいですね。

　「山車巡行祭り」は、
11月2日（日）午前9
時から行われます。国
道52号を勇壮に巡行
する山車をぜひ沿道で
ご覧ください。
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石橋湛山胸像除幕式
増穂小

そ〜っと、大事にね
鰍沢中

　石橋湛山の胸像
が増穂小学校太鼓
堂前に完成し、町
に寄付されました。
　9月 12日（金）
には、除幕式が行
われ、6年生の児
童会長青木大和く
んが「湛山先生の
ようになれるよう
に、大きな夢を持
ちたい。」とあいさ
つしました。

県体育祭り　5連覇
　9月 21日（日）
に閉会した第 67
回山梨県体育祭り
において、富士川
町が市町村の部で
5連覇を達成しま
した。11の競技で
優勝し、得点 123
点を獲得。2位に
47 点の大差をつ
けました。

ボランティア活動
峡南広域シルバー人材センター

　10 月 10 日（金）、シルバー人材センター会員と事務
局職員が役場本庁舎周辺の清掃を行いました。このボラ
ンティア活動は、普及啓発の一環として行っているもの
です。

　9月 18日（木）、鰍
沢児童センターにて、
3年生 40 名を対象に
思春期体験学習が行わ
れました。赤ちゃん
抱っこ体験やお母さん
たちの話を聞いた生徒
は、子育ての楽しさや
大変さを学び、「ここま
で育ててくれた親に感
謝したい。」と感想を発
表しました。

中部横断道沿線の
地域活性化イベント開催

　10月 12 日（日）、第 2回ツール・ド・富士川が開催
され、県内外から 160 人の参加がありました。この大会
は、富士川町・市川三郷町・身延町・南アルプス市を自
転車で約 100㎞走るもので、11日（土）には、約 35㎞
を走るプチ・ツール・ド・富士川も行われました。

公共施設再配置計画を提言

　10月 7日（火）、町公共施設再配置計画策定検討委員会
の志村一彦委員長と依田英男副委員長が、町に検討委員
会で取りまとめた計画書を提出しました。会議資料・会
議録については、町ホームページで見ることができます。
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・『田舎でロックンロール』奥田英朗　著
・『献灯使』多和田葉子　著
・『麹町二婆二娘孫一人』中沢けい　著
・『みなそこ』中脇初枝　著
・『怪しい店』有栖川有栖　著
・『大原御幸　常に生きたある家族の物語』林真理子　著
・『親鸞　完結篇（上・下）』五木寛之　著
・『女王』連城三紀彦　著
・『死に支度』瀬戸内寂聴　著
・『死呪の島』雪富千晶紀　著
　　　　第 21回日本ホラー小説大賞受賞作

新 刊 書

がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆11月のホームタウンゲーム
　・11月22日（土）14：00
　　VSサンフレッチェ広島
　・11月29日（土）17：00
　　VS�FC東京

  話題書
ぴっくあっぷ！

読書週間
10月27日（月）〜11月9日（日）

めくる　めぐる　本の世界

〜受賞書籍〜

料理部門

お菓子部門

大
賞

大
賞

・『常備菜』

・�『まいにち食べたい“ご
はんのような”クッキ
ーとビスケットの本』

準
大
賞

準
大
賞

・�『ごちそうさまが、きき
たくて。』
・『和のおかず　決定版』

・�『ぼくのおやつ　おうち
にあるもので作れるパ
ンとお菓子56レシピ』

古雑誌を差し上げます
日時　11月 11日（火）〜 11月 21日（金）
場所　町民会館 1階　町民図書館
　　お 1人　3冊以内です !!

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆ふるさと納税
一金　5万円　深澤徹様（東京都）
　「豊かな人材と文化を育むまちづくり」のために
一金　10 万円　志村昌也様（埼玉県）
　「豊かな人材と文化を育むまちづくり」のために

戸籍の窓
自 9月 1日　至 9月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
  地　区  氏　名  性別  保護者
	天 神 中 條	 塩澤　優吾	（ゆうご）	 男	 潤　二
	 〃	 水口　七海	（ななみ）	 女	 貴　教
	小　　　林	 細野　　葵	（あおい）	 女	 裕　也
	 〃	 清水　　澪	（み　お）	 女	 亮　太
	大　　　椚	 鮫田　桃歌	（ももか）	 女	 竜
	青　柳　町	 加賀美莉子	（り　こ）	 女	 新
	 〃	 根津　晃誠	（こうせい）	 男	 信太郎
	鰍　沢　中	 小林　叶人	（かなと）	 男	 昂　平
	鰍　沢　南	 𫝆村実知子	（みちこ）	 女	 知　弘

およろこび（結婚）
  地　区  氏  名  （ 旧 姓 ）
	青　柳　町	 杉田　光司	 裕　美	 （ 深 澤 ）
	 〃	 村松　信也	 由美子	 （ 秋 山 ）

おくやみ（死亡）
  地　区  氏　名  年齢  届出人
	最　勝　寺	 深 　行春	 71	 直　　紀
	 〃	 髙野　悦雄	 84	 山下一成
	 〃	 大森　 男	 84	 好　　子
	 〃	 芦 　益彦	 75	 　　子
	天 神 中 條	 長 しず代	 93	 房　　文
	 〃	 長 　進一	 95	 泰　　夫
	 〃	 長 三重子	 83	 和　　喜
	 〃	 川口 け乃	 98	 宣　　文
	大　久　保	 杉田　義弘	 77	 増　　子
	 〃	 深 　恭惠	 85	 富　　男
	小　　　林	 大熊　要子	 68	 清　　童
	長　　　澤	 丸山　英雄	 71	 か ほ る
	 〃	 秋山まつ江	 94	 敏　　幸
	 〃	 長 　　繁	 86	 田辺明弘
	 〃	 川名　トミ	 96	 湛　　忍
	 〃	 加藤　光男	 88	 雅　　一
	青　柳　町	 秋山　澄人	 53	 す み こ
	 〃	 秋山　宣雄	 88	 宣　　幸
	平　　　林	 秋山か え	 90	 建　　夫
	鰍　沢　中	 水出　海藏	 89	 久
	 〃	 深 　忠男	 79	 京　　子
	 〃	 田邉　 美	 58	 豪
	五　　　開	 堀口かず江	 87	 正　　則

ひとのうごき（10月 1日現在）
人　口  16,132 人  （－ 6）
　男  7,832 人  （－ 6）
　女  8,300 人  （　 0）
世　帯  6,300 戸  （　 0）  ※ (　) 内は対前月比
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3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

山下　真
ま

拓
ひろ

くん　5歳（最勝寺）
　落ち葉を拾ってクーピーでこすり出ししました。ちょっとむずかしかったけど、葉っぱの形が
出てきて楽しかったよ。タヌキも折り紙で折りました。上手にできたよ。

桑田　夢
ゆ
奈
な

ちゃん
（ 3歳 5カ月・長澤）

父　健一さん・母　和美さん

深澤　　尊
たける

くん
（ 1歳・天神中條）

父　聡さん・母　由紀子さん

深澤希
の
乃
の
果
か

ちゃん
（ 2歳 9カ月・天神中條）
父　聡さん・母　由紀子さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　歌って踊ることが大好きな
のーちゃん♪最近ボタンを自分
で出来るようになりました！　
いつもニコニコ笑顔でいてね☆

　いつも元気な、夢奈ちゃ
ん◎　人に優しい人になっ
てね♪

　10月17日で1歳になっ
たたーくん☆歩けるように
なってますますやんちゃに
なってきたね！　のびのび
元気に育ってね！

編
集
・
発
行
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